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群馬県高崎亜炭田炭質調査報告

佐　々　木　　実栄

On　tke　Properties　of　the　Takasaki　Coal　in　tke　Takasaki

　　　　　　L’ignite』Fiel4，GummaPrefect皿e

By

Minoru　Sasaki

Abstract

　　　　In　order　to　make　clear　the　properties　of　the　Takasaki　coa1，the　writer　collected　the

series　samples　of　coal　at　fo皿teen　coal　mines　in　the　Takasaki　lignite石eld，for　eighteen　days　in

November，1953f

　　　　According　to　three　results　o｛the　industria1，ultimate　and　I－T　analyses　on　these　samples，

the　following　facts　were　cleared．

　　　　1）Accordingtotheclassi丘cationofJISM1002，theHons6coalbelongstothelignite
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！F1，　F2，　and　the　J6s6coa．l　to　the　lignite　F2．

　　　　2）　The　results　of　I－T　analysis　on　the　Hons6and　Jδs6coals　are　shown　in　the　fol互owing

table，

Constituent

Coal　seam

Hons6

J6sδ

Durite
　（％）

19．5～44．2

17．4～19．1

Clarite

　（％）

13．8～26．0

13．4～！3．6

Vitrite

鴨副幣
26．8～50，5

49．5～50．5

6．3～12．4

11，6～／2．5

Fusite

Semi丘sinite

　　（％）

3）　About　the contents of carbon，

3．0～5．3

5．4～7．0

＜moisture－and　minera1－matter－free　basis＞，

　　　　　　　　　　　　　　　Durlte＞clarite＞vitrite＞至usite

　　　　4）　As　the　depth　of　Hons6increases　to　the　dip　side，its　width　increases，

verse　phenomenon　occurs　in　ash　content．

hydrogen　and　volatile　matter，　and　calori6c　value

the　writer　recognized　the　fQllowing　order：

but　the　re・

要　　旨

　筆者は石炭組織の顕微鏡的研究の一環として，最も炭

化度の低い褐炭の組織を明らかにすることを目的として，

昭和28年11月4日から21日までの18日間，高崎亜炭

田各炭鉱の坑内で石炭試料を採取した。

　これらの試料について，工業分析・元素分析および組

織分析を行つた結果次のようなことがらが判明した。

＊燃料部

　（1）本層炭および上層炭は，ともにいわゆる木質亜炭

で，前者は褐炭F1，馬に，後者はF2に属する。

　（2）両炭層の石炭は，ドリツト（17。4～44。2％），クラ

リツト（13，4～26．0％）うコリニツト（26。8～50。5％），

スクレロビトリニツト（6・3～12・5％）およびセミフジ

ニツト（2．3～7．O％）カ〉らなる。

　（3）　ドリツトは衰も揮発分・炭素および水素に富み発

熱量も最も高い。ドリツトに次いでクラリツト，コリニ

ツト，スクレロビトリニツトおよびセミフジニツトの順

でこれらの成分および発熱量は減少する。
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㈲　炭田深部の未開発地域においては，比較的厚い炭

層（本層）の発達が期待される。
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　近年わが国において，大学・官民試験研究所および石

炭鉱業会社などで，石炭組織を種々φ方面に利用しよう

として，その顕微鏡的研究が盛んに行われるようになり，

一蔀では着々とその成果があげられている．．しかし石炭
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組織の研究を進めるにあたつて，その基礎となる日本炭

の組織の分類法についての考え方は，従来各研究者によ

つて異なつていたが，最近よ’うやく石炭組織研究会にお

いて石炭組織成分の分類法が決定された。また渥青炭の

組織については，かなりの研究がなきれているが，褐炭

についてはほとんどなきれていないのが現状である。

筆者は石炭組織の顕微鏡的な研究の一環として，最も

炭化度の低い褐炭の組織を明らかにすることを目的とし
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て埋蔵量の比較的大きい高崎炭田をとりあげ，

昭和路年11月4日から21日までの18日間

に14炭鉱の坑内さ本層炭について12本，上

層炭について2本の柱状試料を採取した。

本調査にあたつて種々協力を賜つた各炭鉱

の関係各位に謝意を表する。

2．位置および交通

　　高崎炭田は，群馬県高崎市の南西方約2

　kh1の点を北西から南東に走る丘陵地帯に位

　置し，爽炭層は碓永川を挾んで南北両側の丘

　陵に分布し，碓永川の北部は安中地域，南部

一　は高崎地域と呼ばれている。
ゆ

む　　この炭田内には東方の高崎市から碓永川に

暴　沿つて信越線が東西に走つているほか，バス

窟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿綜　およびトラツク道路もよく発達していて，父

lll通の便は比較的良好である。

聾
昼　　　　3。地質および炭暦
疲
蕪　　高崎炭田を構成しているおもな地層は，下
理

餐　位から新第三紀の富岡註1）・下部板鼻・上部板

掻　鼻および秋間の4累層と，きらにこれらを不

雷　整合に覆う更新世の野殿集塊岩層とである。

遜，
轡
寵

区
バ
駅

、本地域の南西部には辰下位の富岡累層が分

布し，北東方に進むにしたがつて，これより

上位の各地層が順次帯状に分布している。各

地層の層厚および岩質は第2図に記載されて

いる通りである。

　本炭田の第三系は，単斜構造を示し，炭層・

は安中地域においては走向N70～90。W，傾斜

8～13。Nで，高崎地域においては走向N4Q・

～650W，傾斜14～30。NEである。

、｝1高崎炭田における主要爽炭層は上部板鼻累

層で，これはさらに上・中・下の3部に分け

られる。下部には下位から本層・上層および

註1）・富岡累層の地質時代は中新世中期と

　考えられている。
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第
四
紀

第
四
系
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　　　　　　※現稼行炭層

第2図高崎炭甲模式地質柱状図

高丸層，上部には下位から別層1番層・別層2番層およ

び別層3番層などの炭層が発達している。

（1）本層
本層は最も重要な稼行炭層で，安中地域の磯貝炭鉱か

ら高崎地域の赤岩炭鉱まで，全地域にわたつて良く発達

している。

山丈55似171cm，炭丈32～82cmで，上盤は灰色泥

岩，下盤は灰白色の泥岩である（第3図参照）。

本層は現在安中地域では3炭鉱，高崎地域では9炭鉱

において稼行きれでいる。

　（2）上層

　上層は高崎地域において，本層の上位60～70cmに発

達する炭丈35～45cmの薄層である．炭層の上・下盤は

ともに灰色の泥岩である。現在松井・蛇場見両鉱で稼行

きれているにすぎない。

　（3）高丸層および別層

　高丸層は高崎地域に，別層は安中地域にみられるが，

いずれも膨縮がはなはだしく，一般に炭丈が10～30Cln一

程度の薄層である。したがつてこれらの炭層は現在稼行

一の対象となつていない。
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4．炭　質

　4．1　工業分析および元素分析

　本層炭および上層炭はいわゆる木質亜炭で，2～3の

炭鉱を除けば灰分は一般に少なく11～18．7％である。

　発熱量（無水無灰基）は本層炭が6，670～6，980kcal／kg，

上層炭は6・450～6・580kca1／kgで・本層炭は上層炭に鞍

ノベて発熱量が高い。元素分析結果によれば，両炭層の石　・

炭の炭素含有量は，67．21～69．98％で最も多く，ついで

酸素の2L98～2巳14錫水素の5。14～6．54％，硫黄の
P
　
L
1 1～L40％および窒素のO．63～0．96％の順となつて

いる。

　日本工業規格炭量計算基準（JIS，M1002，1953）の分

類によれば，本層炭は褐炭F1，F2に，上層炭は褐炭F2

に属する（第玉表参照）。

4．2発熱量と固定淡素・炭素および水素との関係

第1表から本層炭について発熱量と固定炭素・炭素お

よび水素（いずれも無水無灰基）との関係を求めると第

4図a～cのようである。

これらの図から発熱量が増大するにしたがつて固定炭

素は減少し，炭素と水素は反対に増大する傾向が認めら

れる。

一般に褐炭から渥青炭へと炭化が進むに従つて，発熱

量と固定炭素は増大するのであるが，第4図aでは発熱

量と固定炭素は反比例の関係にある。商崎炭のこのよう

第1表　高崎炭田本層炭および上層炭の工業分析・元素分析結果

炭
層
名

炭
柱
番
号

　　2
　　3本

　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　

，9

　10
　11層

　12
　13
上

層

15

16、

炭
鉱
名

報国
相水
湯沢
蓮井
上毛
高崎
太平
興亜
青木
金井
長坂
赤岩

松井
蛇場見

工臼　　業　　分　　析
水分
（％）

13。72

13．20

14．78

15．08

12．51

11．02

13．59

8．35

13．16

11。56

10．55

14183

11．75

14．15

灰分
（％）

32，00

25．40

．22．40

18．00

11．00

11．00

13．60

16．『OO

16．50

揮発分
（％〉

32．85

35．81

36．48

39．81

43．92

45．99

42．72

45．16

41．22

15．80　43．38

18，70　42．29

14，00

14．39

13．16

41。65

43．33

43．08

固定炭発熱量
素（％）（k濁

21．43

25．59

26．34

27．11

32．57

31．99

30．09

30．49

29．12

29。26

28．46

29．52

30．53

29．61

無水無灰基＊における

固定炭素
（％）

3，610

4，096

4，125

4，511

5，096

5，289

4，899

5，094

4，610

4，953

4ン681

4，672

4，781

4，621

41．56

43．11

43。17

41．41

43。08

41．50

41．95

41．00

42．20

41．00

41．10

42．15

41．98

41．33

発熱量
（k畷9）

JIS

石炭

分類

6，980F1
6，850F1
6，760F2
6，890F1
6，740F2
6，860　F「・

6，830 F1

6，850－F、

6，680　F2

6，940F1
6，760　－F2

6ン670　F2

6，580

6，450

F2

F2

元　 素　 分　 析

無水無灰基塩こおける
炭素
（％）

68．86

68．15

69．98

68．47

67．F24

68．93

69．03

67．83

67．44

68．27

68．45

67．21

水素
（％）

68．90

67．93

6．54

6，54

6，18

5．90

6．17

5。85

5122

6．01

5．83

5．92

5．71

5．72

6．07

5．14

酸素
（％）

22．44

23．30

21．98

23．64

24．48

23．49

23．76

24．02

24．76

23，88

23．77

25．14

23．18

24．87

硫黄
（％）

1．28

1．16

1．11

1．14

1．26

1．09

1．15

1．18

1．23

1．17

1．40

1．18

1．16げ

1，43

窒素
（％）

0．88

0。85

0．75

0．85

・O．85

0．64

0．84

0，96

0．74

0．76

0．67

0．75

0，69

0．63

＊無水無灰基＝100一水分一灰分×灰分補正率

’
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び灰分との関係図である。

第5図において隣接炭鉱の炭柱番号を結んだ直線（2

－3，3－4……等）は，調査範囲内においては炭柱深

度が増大する1く従つて炭丈娃増大し・灰分は反対に減少

する傾向がある。たダし第5図bにおける8－9線は例

外である。　　　　』　　　　　　　　　Ψ

ら600

峯マo

蓼6q

憂
ヌ68

6，00　　　6800　　　6｛マoo　　　rマ000

　　糟量（無撫聰佑客

b

67

炭　θo

汰

仏紺80

4

／三’

12 3

●5

　　　　●
！イ　　マ・／’
／・lo6　／
　　●，♂’

β一一／

そ1

6660　　　6マoo　　　　6300　　　　6脅oo　　　　マooo

　　　　発熱量（無7K無灰餅曳

7グ

・6〃

5ク

49

3ρ

C

炭柱深度ど炭丈どの関係図

　　／
ノぞ　　　　　ノノ

〃　　〆！

水
素
盆・・
7Kらε
無
反
基
）
　も。0

　　　－！　　　　　　　7’
　　　メ　　グ　　　　　　ノ
　　／　　 ～　　　／
　　／／5　　／　，一∠
　拓　、．蜴晃脅野
　／　　　’一〆7孔　　　　 ，，一フ9
　ノ　　　　ずコノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

／　〆’　　　∠＿！二　　／〆
／〃凶　　　，，，一一7ろノ！　z2／

　　／り1危　 ノノ

3　！’　 ！　　　－
！　　　　／　　　 ！

　、μ　　ノ！

a

二5

ぢ。O

　！1ノ
．／●lo

1●

lB
｝

、
、

＼

F／4！！●●

ム

lZ
●

　〆　　　　　2、
！／　　　　 ●1

，ノ　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　f　　　　　’　　　　　’
　　　　’　　　　f
　　　　ノ　・q　　11、’

　　　●ノ
　　　　！　7　　’　　　！

8シ

■

ノ

！

6700　・　も800　　　6曾oo　　　η60D

　　発縫（無水無脚噛

灰
分

　30〔％）

8〃

〃

眉卯　　　　　　　　　　チノ〃〃　　　　　　　　　　〃

乙・超碑構　　　 炭柱深度〔削く剴孤
卿『一8～1／の平均線

　　　　　　　　　　　サη・　！ノー14の平均線

　炭’柱，深度と灰分ごの関係図

2、

ど》＼

　3、、
、4、

　　　　　　　　　 ぞノ

症越ミ識誌“
　　、決粂峯蒙》4

嘱

b

1

f2〃o
呂L『…2一∂の平均線

皿焦＿8＿ノゆ平均線

　’1一βの平均線

チ／00　　　　　　　　　　‘

　炭柱深度　1海不ギ日、＝

翻1・121314151617181gl・・1・・1・21・3

炭瑚瞥関禦1嚢聞老鳳耀1韓膿奪
6600

番号1213国51617181gl・…1・21・3
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第　5　図

第4図　a発熱量と固定炭素との関係図

　　b発熱量と炭素との関係図

　　c発熱量と水素との関係図

な発熱量と固定炭素との関係は，炭化度の相異に基づく

ものではなくて，石炭組織成分の含有割合が異なること

に起因している（6．3参照）。

5．・炭柱深度と炭丈および灰分との関係

第5図aを基として本層炭の等炭丈線図を求めると第

6図の通りである。たずし磯貝一太平両炭鉱間は，1線，

太平一金井両炭鉱間はm線，金井一赤岩両炭鉱間はn線

をそれぞれ利用した。

第5図において明らかなように，磯貝・赤岩両炭鉱間

における炭層深部の未開発地域には，炭丈80～90cmの

炭層の発達することが推測きれる。また磯貝炭鉱の北西

方および赤岩炭鉱の南東方にある2つの地域においては，

本層の露頭では，炭丈30～35cmの薄層であるが，深部

においては磯貝一赤岩間め深部におけると同様に，より

厚い炭層の発達することが期待されるであろう。
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2 報　　国 ！9〃 35

3 相　　水 150 43
4 湯　　沢 ！20 63

5 運　　井 95 67
6 上　　毛 θ’ 80

7 高　　崎 36 82
8 太　　平 60 61

9 興　　亜 ！2 6ヲ

〃 青　　木 1ヨo 53
！’ 金　　芥 o 67
ノ2 長　　坂 56 56
1ヨ ・赤　　岩 24 65
μ 『露　頭1 ！25 35

o！ 5km

、

慧諏
　、￥も￥、

　　、14、、、＼
　　￥、、＼，＼

な奪や

第6図高崎炭田本層等厚・（炭丈）線図

6，高崎炭の石炭組織

　6．1　石炭組織の顕微鏡による観察結果

　本層炭および上層炭の石炭組織の顕微鏡による観察結

果は次のようである。たダし石炭組織の分類は，石炭組

織研究会で決めたものによつた。

　（1）ビトリツトr

　ビトリツトには細胞組織の認められないコリニツトと

』細胞組織の認められるテリ昌ツトがある。テリニツトは

細胞孔がほとんど腐朽菌核で満きれているスクレロビト

リニツトである。またしばしば炭層中にみうけられる樹

炭は針葉樹の炭化したものである（図版1～4参照）。

　（2）　クラリツト

　クラリツトにはビトリニツトを基地として，、こ劃にク

チヒツト，少量の粘土鉱物およびレジニツトの入り込ん

だものが多い（図版5，6参照）。

　（3）　　ドリツト

　ドリツトにはデグラデイニツトを基地として，これに

粘土鉱物1レジニツトおよびスクレ甲チニツトの入り込

んだものが多く，しばしば微小な黄鉄鉱の入り込んだも

のもある（図版7参照）。

　（4）1フジツト

フジツトはほとんどセミフジニーツトからなり，ビトワ

訳100
8
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第7図　石炭組織成分と発熱量との関係図
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ツトの周辺部がセミフジニツト化したものが多い（図版

8参照）。

6．2　石炭組織分析

本層および上層炭の石炭組織分析結果は第2表の通り

である。

第2表　高崎炭田本層および上層炭の組織分析結果

以上のことから，ドリツトは発熱量・揮発分・’炭素お

よび水素が最も多く，ついでクラリツト，コリニツト，

スクレロビトリニツトおよびセミアジニツトの順である。

7．結　　語

炭
層
名

本

層

上

層

炭
柱

番
号

2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

15

16

炭鉱名

報国
相　水

湯、沢

蓮井
上　毛

高　崎

太平
興亜
青木
金井
長坂
赤岩

松井
蛇場見

ドリ

ツト

（％）

44．2

35．3

23．8

43．5

23．0

43，0

37．3

42．6

19．5

41．7

3鼠6

20．3

19．1

17．4

　　　ビトリツトクラリ、一

ツ　トコリニスクレロ
　　　ツ　ト・ビトリニ（％）

　　　（％）　ツト（％）

17．0

22．3

24．2

18．3

’19，1

17．4

17．2

13．8

26．0

18。3

1q．7

15，2

13．4

13．6

29．5

26．8

27．1

27，7

43。4

25．5

28．6

28．8

49，0

33．7

31．0

50．5

50．5

49．5

6，3

10．3

9．9

、6．7

10．2

10．6

12．4

9。7

11．6

9。7

9．3

10．2

11。6

12．5

フジツト

セミフジ
ニ　ツ　ト
　（％）

、3．0

5．3

5．1

3．8

4．3

3．5

4．5

5，1

3．9

2。3

4。2

3．8

　今回筆者が明らかにすることができた，おもな事項を

要約すれば次の通りである。

（1）’本層炭および上層炭は一般に灰分の少ないいわゆ

る木質亜炭で・本層炭は褐炭F1およびF2に，上層炭は

褐炭F2に属する。

（2）本層炭および上層炭の石炭組織分析結果は次のよ’

うである。

＼醗
炭層塾

本　層

上層

ド

ツ

（％）

クラリ

ツ　ト

（％）

19．5～　　13．8～
44．2　　　　26．O

l7．4～　　13．4～
　19．1　，　　13．6

ビトリツト
コリニ
ツ　ト

（％）

26、8～

　50．5

49．5～

　50．5

スクレロ
ビトリニ
ツト（％）

6．3～
　12．4

11．6～

　12，5

フジツト

セミフジ
ニツ　ト
　（％）

5．4

7．0

表から明らかなようにコリニツトは26。8～50．5％で最

も多ぐ，ついでドリツトの17．4～44．2％，クラリツト

の13。4～26．0％，スクレロビトリニツトの6．3～12，5

％およびセミフジニツトの2・3～7・0％の順となつてい

る。

本層炭は上層炭に比較して，ドリツトとクラリツトの

含有量が多く，したがつて他の成分の含有量が反対に少

ない。

6．3　石炭組織成分と発熱量との関係

第1，・2表から石炭組織成分と発熱量（無水無灰基）

との関係を求めると第7’図のようである。

　第7図において発熱量が増大するにしたがつてドリツ

ト量は増大し，コリニツト量は反対に減少する傾向が認

められ，他の成分についてはドリツトやコリニツトのよ

うな顕著な量的変化は認められない。したがってドリツ

トはコリニツトに比較して発熱量が多いことになる。ま

た4．2で述べたように，発熱量の多い石炭は揮発分・炭

素および水素も多い。

　一方クラリツトは顕微鏡下ではドリツトとコリニツト

との中間的なものであり・またフジツトと洛クレロチニ

ツトは不活性物質で光学的にもほとんど同一である。

3．0～

　5．3

5．4～

　7．0

　両炭層の石炭にはフジニツトが認められなくて，スク

レロビトリニットとセミフジニット（両者合計して10～

20％）が認められることは，高崎炭の特徴であろう．

③　ドリツトは最も発熱量が高く，また最も揮発分・

炭素および水素に富み，ついでクラリット，コリニット，

スクレロビトリニツトおよびセミフジニツトの順であ

る。

㈲今回の調査範囲においては，本層炭は炭層深度が

増大するに従つて炭丈は増大し，灰分は反対に減少する

傾向がある。したがつて炭層深部の未開発地域において

は，より厚い炭層（本層）がある程度発達するものと推

測される。
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図版1　高崎炭田本層炭およ『び上層炭の顕微鏡写真

a．　テリニツト（針葉樹炭）

　灰白色部：ビトリニツト

　黒色部：年輪
　粒状白色部＝菌核 （×200油浸）

b．　テリニツト（針葉樹炭）

　灰白色部：ビトリニツト

　線状黒色部＝柾目

　粒状黒色部：髄線仮導管 （×200　油’浸〉

C、　スクレロビトリニツト

　菌核は細胞組織の構造に支配きれて6角状（白色）

　を呈し．細胞孔を満たしてL・る

　　　　　　　　　　（×200　　詫由浸）

d∫　スクレロビトリニツト

　灰白色部：ビトリニツト

　丸味を帯ぴた白色部；菌核
　　　　　　　　　　（×200　　孟も浸）



e．　クチクレンクラリツト

　　灰白色部：ビトリニツト

　　鋸歯状黒線：クチニツト

　　粒状黒色部：粘土鉱物　　　（×200油浸）

f．　クラリツト

　　灰白色部＝ビトリニツト

　　帯状暗灰色部：レジニツト

　　粒状黒色部：粘土鉱物 （X200　　許圭1浸）

灘

g．　セミフジニツト

　　上過半部：セミフジニツト

　　黒色部：細胞孔

　　下部＝ビトリニツト　（×200油浸）

h　　ドリツト

　　灰白色部：デグラデイニツト

　　白色部：スクレロチニツト

　　楕円状灰白色：レジニツト

　　大きな楕円状黒色部：研磨孔 （×200　　飾お浸）




